
論文内容の要旨

申請者氏名新演充

真核生物の細胞内に存在する小胞体､ｺﾞﾙｼﾞ体､ｴﾝﾄﾞｿ-ﾑ/液胞前区画､ﾘｿｿ-

ﾑ/液胞､細胞膜間のﾀﾝﾊﾟｸ質や膜の輸送は主に小胞輸送により行われる｡輸送小胞

膜と標的膜との特異的融合過程ではSNAREﾀﾝﾊﾟｸ質群が重要な役割を果たす｡

我々の研究室で見つけた重力屈性と形態の異常を示すｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅzigzag (z1'g)変

異体の原因遺伝子はSNAREVTIllをｺ-ﾄﾞしていた｡申請者は､ ZIG/VTIllが関わ

るﾎﾟｽﾄｺﾞﾙｼﾞ･ﾈｯﾄﾜ-ｸの小胞輸送の分子ﾈｯﾄﾜ-ｸおよび高次機能を解析

する為に､ zig11のｻﾌﾟﾚｯｻ-変異体のｽｸﾘ-ﾆﾝｸﾞを行い､更にその中の2つの

ｻﾌﾟﾚｯｻ-株の詳細な解析を行った｡結果は次の3つにまとめられる｡

1)ｻﾌﾟﾚｯｻ-は1 6系統得られ､表現型から重力屈性と形態の双方の異常を回復

させるｻﾌﾟﾚｯｻ-群､重力屈性異常を強く回復させるｻﾌﾟﾚｯｻ-群､形態異常を

強く回復させるｻﾌﾟﾚｯｻ-群に分ける事ができた｡そして､小胞輸送に強く関与す

ると考えられる第-群の5系統をﾏｯﾋﾟﾝｸﾞした｡その結果､ 5系統がｹﾞﾉﾑ上の違

う位置に存在する事が明らかになった｡

2 )第一群に含まれる由suRPreSSOr l(zlbl)を遺伝学的､生理学的に詳細に解析した｡

その結果､この変異は優性変異であり､この変異によってzl'gの示す重力屈性も形態

異常もほぼ完全に回復している事を明らかにした｡そして､原因遺伝子をﾏｯﾌﾟに基

づいてｸﾛ-ﾆﾝｸﾞし､それがVTZ12であると同定し､ 1ｱﾐﾉ酸置換が生じている

事を示した｡次に､ zl'pl変異がどのようなﾒｶﾆｽﾞﾑでz1'gの表現型を回復させるの

かを生化学的に解析した｡その結果､野生株内でZIGⅣTIllと相互作用するSYP22

が､変異株内で変異型VTI12ZIPlと相互作用していることを免疫沈降実験で明らかに

した｡また､ GFP融合ﾀﾝﾊﾟｸ質によりVTI12ZIPlが細胞内の局在を変える事も示し

た｡この結果から､ zlbl変異がz1'g変異を抑圧したのはVTI12の細胞内局在および相

互作用する相手が変化したことによりVTI12がZIG/VTIllの機能を代替できるよう

になったためであると結論した｡

3)第-群に属すzlb28こ関しても遺伝学的､生理学的な解析を行い､この変異が劣性

変異であり､zigの示す重力屈性異常も形態異常も部分的に回復する事を示した｡次に､

ﾏｯﾌﾟに基づいてｸﾛ-ﾆﾝｸﾞを行い､ zlb2で出芽酵母VPS42のﾎﾓﾛｸﾞである

AtVPS41に-塩基置換を見出した｡



論文審査結果の要旨

申請者氏名新演充

莫核生物の細胞内に存在する多種類のｵﾙｶﾞﾈﾗはそれぞれ個体を維持するために固

有の機能を担う｡この為に､核内DNAの情報に沿って産生されたﾀﾝﾊﾟｸ質が各ｵ

ﾙｶﾞﾈﾗに正確に輸送される必要が有る｡小胞体､ｺﾞﾙｼﾞ体､ｴﾝﾄﾞｿ-ﾑ/液胞前区

画､ﾘｿｿ-ﾑ/液胞､細胞膜間のﾀﾝﾊﾟｸ質や膜の輸送は主に小胞輸送により行われ

る｡小胞輸送過程にはさまざまな分子が関与しているが､輸送小胞膜と標的膜との特

異的融合過程ではSNAREと呼ばれる-群のﾀﾝﾊﾟｸ質が重要な役割を果たしている｡

高等植物の小胞輸送研究はｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅを中心に進んでいるが､動物も含めて多細

胞系で個体ﾚﾍﾞﾙの高次機能と結びつけた知見は乏しい｡申請者はｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅの

花茎重力屈性や形態形成で重要な働きをするSNARE VTIllの欠損変異体zl'gzag(zl'g)

のｻﾌﾟﾚｯｻ-を解析する事で､ ZIG/VTIllが関わるﾎﾟｽﾄｺﾞﾙｼﾞ･ﾈｯﾄﾜ-ｸの小

胞輸送の分子ﾈｯﾄﾜ-ｸおよび高次機能を遺伝学的に解析することを目的とした｡

zl'g変異体のもつ多面的表現型と原因遺伝子がSNAREをｺ-ﾄﾞすることを考え合わ

せると､ ZIG/VTIllのもつ機能に関して､ ZIG/VTIllの関与する小胞輸送が正常な液

胞の形成する過程(①)､そして液胞の機能が重力屈性-影響する過程(②)､あるい

は形態形成-影響する過程(③)に分ける事が期待できる｡そして､重力屈性､形態

の双方の異常を回復させるｻﾌﾟﾚｯｻ-は過程①に､重力屈性異常を強く回復させる

ｻﾌﾟﾚｯｻ-は過程②に､形態異常を強く回復させるｻﾌﾟﾚｯｻ-は過程③に密按に

関与すること予想できる｡

本論文で次の4つの結果を得ている｡ 1)多数のｻﾌﾟﾚｯｻ-を単離し､表現型

でこれらは3種類に分類する事ができた｡これにより､ zl'gが示す多面的な形質を予想

通り3つのｶﾃｺﾞﾘ-に分ける事ができる事を示唆した｡ 2)得られたｻﾌﾟﾚｯｻ-

の1/3をﾏｯﾋﾟﾝｸﾞした所､全て違う遺伝子座にﾏｯﾌﾟされた｡この事から､このｽ

ｸﾘ-ﾆﾝｸﾞで有用な多くの情報が得られる可能性を示唆した｡ 3)ｻﾌﾟﾚｯｻ-の

-つであるz1'pl(zl'g suppressor l)の原因遺伝子が､ ZIGと相同な遺伝子に1ｱﾐﾉ

酸置換を有する事を示し､この置換でSNAREの相互作用と局在を変化させる事を示

した｡ 4) zlb2変異株でAtVPS41に一塩基置換を見出した｡

以上のように申請者は､植物のﾎﾟｽﾄｺﾞﾙｼﾞ･ﾈｯﾄﾜ-ｸの小胞輸送の分子ﾈｯ

ﾄﾜ-ｸおよび高次機能に関する多くの新しい知見を明らかにした｡特に相同性の高

いSNAREﾀﾝﾊﾟｸ質において-塩基置換により､細胞内局在及び相互作用する相手

を変える事で個体ﾚべﾙの高次機能まで回復させたという現象は他に類例を見ない興

味深い知見である｡これらの点から､この研究は学術上､応用上貢献するところが少

なくない｡よって審査委員-同は､本論文が博士(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ)の学位論文と

して価値あるものと認めた｡


